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1. まえがき 

新潟県のコンクリート構造物は、気候・風土の影響を受けやすい環境にあり特に海岸地

域においては、塩害による損傷が見受けられる。また、地域的にはアルカリ骨材反応や凍

害の影響を受けたコンクリート構造物も散見されるとされ、これらへの適切な対応が喫緊

の課題となっている。 

  新潟県コンクリート診断士会（平成 20 年 10 月設立、会員数 120 余名、会長・新潟工科

大学地濃茂雄名誉教授）はこうした状況を踏まえ、コンクリート構造物の劣化現象・診断・

補修に注目し、県内関係技術者の育成と技術の向上に努めてきた。 

このような中、当診断士会の平成 28 年度の活動の一部に対して、一般財団法人・新潟県

建設技術センターから活動助成を頂いたので、会員の技術力の向上はもとより県内官公庁

はじめ建設産業関係者への知識普及を図ることを目的として、コンクリート構造物の劣化

事象について、現地研修・見学会のほか技術講演会および技術セミナーの事業を実施した。 

 本報告書はこうした事業活動の概要とその成果を記述したものである。 

 

2. 活動概要 

2.1 現地研修・見学会 

 

 新潟県内のコンクリート構造物の劣化事象を把握するため、①村上・新発田地区および②

糸魚川地区の構造物を対象とし、現地において診断士による解説と参加者同士の意見交換会

を行った。 

① 村上・新発田地区 

日時：平成 28 年 8 月 30 日（火）8：45～17：00 

対象施設：国道 345 号沿線のコンクリート建物等  

［築年不明の体育館］［平成元年完成の道路橋 A］［平成 5年完成の跨道橋］ 

［昭和 50 年完成の隧道］［昭和 47 年完成の道路橋 B］ 

参加者：新潟県コンクリート診断士会会員他 27 名 

 

② 糸魚川地区 

日時：平成 28 年 11 月 15 日（火）8:30～17:00 

対象施設：国道 8号沿線のコンクリート道路橋（C～E） 

       ［海岸線から 0から 30m・ 昭和 50 年完成・クラック注入、断面修復、塩害防

止塗装の補修歴あり］  

参加者：新潟県コンクリート診断士会会員他 17 名 
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2.2 技術講演会 

コンクリート構造物の長寿命化や診断・修復等の新技術・新工法について、有識者を招き、

２回の技術講演会を開催した。 

 

① 日時：平成 28 年 6 月 27 日（月）15:00～16:45 

会場：ほんぽーと新潟市立中図書館 3 階多目的ホール 

演題：「社会資本の長寿命化対策」 

講師：森岡弘道氏（国土交通省・災害調査官） 

聴講者：新潟県コンクリート診断士会会員他 73 名 

 

② 日時：平成 29 年 2 月 24 日（金）15:10～16:45 

会場：ほんぽーと新潟市立中図書館 3 階多目的ホール 

演題：「塩分吸着剤を活用した断面修復」 

講師：鳥取誠一氏（ジェイアール総研・防災技術部長） 

演題：「インフラ施設の維持管理に関する新材料及び新工法」 

      講師：丸山 聡氏（ダイアテック・代表取締役） 

聴講者：新潟県コンクリート診断士会会員他 54 名 

 

2.3 技術セミナー 

 

診断士の実践的な診断技術の向上を図るために、以下に掲げた２回の技術セミナーを開催

した。特に参加者同士の意見交換を活発に行うことにより診断技術の見解を探った。 

 

① 日時：平成 28 年 10 月 28 日（月）13:30～15:00 

会場：ほんぽーと新潟市立中図書館 3 階多目的ホール 

テーマ：「村上・新発田地区現地研修会報告及び意見交換」 

報告者：本田 明氏（本会副会長） 

参加者：新潟県コンクリート診断士会会員他 43 名 

 

② 日時：平成 29 年 2 月 24 日（月）13:30～15:00 

会場：ほんぽーと新潟市立中図書館 3 階多目的ホール 

テーマ：「糸魚川地区現地研修会報告及び意見交換」 

報告者：本田 明氏（本会副会長） 

参加者：新潟県コンクリート診断士会会員他 54 名 
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3. 活動とその成果 

3.1 現地研修・見学会 

 

村上・新発田地区および糸魚川地区での現地研修・見学会の状況を写真－1～写真－4

に示す。次いで、視察したコンクリート構造物の劣化・変状の代表的な状況を村上・新発

田地区では写真－5～写真－13、糸魚川地区では写真－13～16 に示す。 

こうした構造物の劣化・変状を目の当たりにして、ひび割れのパターンから類推すれば

その多くは飛来塩分に起因した劣化・変状ではないかなどの見解が交わされた。 

なお、より詳細な意見交換をするために劣化事象の実態をいろいろな角度から捉え、技

術セミナーで検討することとした。 

 

 

 

 

 

 

 写真－１ 村上・新発田地区見学会状況           写真－2 同 左 

 

 

 

 

 

 

 写真－3 糸魚川地区見学会状況             写真－4 同 左 

 

 

 

 

 

 

 写真－5 体育館柱・外壁（海側）           写真－6 同 左（山側） 



4 

 

 

 

 

 

 

     写真－7 道路橋 A側面           写真－8 道路橋 A橋座拡幅部 

 

 

 

 

 

 

写真－9 跨道橋側面           写真－10 跨道橋橋台張出部下面 

 

 

 

 

 
 

写真－11 隧道谷側柱全景           写真－12 谷側柱基部 

 

 

 

 

 

 

写真－13 道路橋 B主桁側面       写真－14 道路橋 C電気防食実施状況 

 

 

 

 

 

 

写真－15 道路橋 D橋脚正面         写真－16 道路橋 E主桁下面 



5 

 

3.2  技術講演会 

 

講演会の状況を写真－17 に示す。 

  「社会資本の長寿命化対策」では、山口県の対策の一つとして、全国に先駆け平成 17 年か

らコンクリート構造物の品質確保に産・官・学が連携し、品質確保システムを構築したこと

が紹介され、設計委託、発注・監理、施工、県と大学でデータ整理・分析・情報提供、品質

確保ガイド、など有機的な繋がりで効果を上げていることが示された。 

こうした取り組みのノーハウは、本県でも今後大いに参考になるものと考えられる。 

 「塩分吸着剤を活用した断面修復」では、まず塩害による鉄筋腐食のメカニズムと塩害対

策工法を解説した。次いで、チオン交換反応に基づく塩分吸着剤の構造と特性が提示され、

また大型試験体の長期暴露試験の結果や施工法が紹介された。 

「インフラ施設の維持管理に関する新材料及び新工法」では、点検手法の現状を分析し、

維持管理の課題を明らかにするとともに、塩害対策断面補修材や点検用ドローン、点検カメ

ラシステム、鉄筋腐食探知器、浮き検知器、コンクリート表面の塩化物イオン分布測定など、

新材料・新工法を解説した。 

この種分野の開発は日進月歩の観があり、有益な資料となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－17 技術講演会状況  
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3.3 技術セミナー   

 

村上・新発田地区ならびに糸魚川地区における現地研修・見学会席上での意見交換および

報告を受けた後のセミナー参加者による意見交換会（表記の技術セミナー）を２回にわたり

開催し、その状況を写真－18 に示す。いずれも活発な意見交換の下に、実践的な診断技術の

向上を図ることができ、また知識普及に生かすことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－18 技術セミナー状況 

主なる見解を以下に列挙する。 

 海岸に面した建築物のコンクリート壁や柱などで、さび汁、ひび割れ、はく離、はく落

などが著しく進行している。塩害に起因したものと思われるが、定期的なメンテナンス

や防錆処理などの対策が急務ではないか。 

 劣化損傷個所が方位や部位などにより異なっているのは、海塩粒子の飛来が風や雨の強

弱の影響を受け、コンクリート表面へ付着する量が相違するからではないか。一方、付

着した海塩粒子はその後、雨に洗い流される個所と、その濃縮した流下水が堆積する箇

所で劣化の度合いが違ってくるはず。こうしたことから、特に建築物の設計においては、

建物配置や立面形状を耐久性上から考慮すべきことを発信していく必要がある。 

 内部鉄筋に沿って発生しているひび割れ・浮き・はく落箇所の多くは、かぶり厚さが 2cm

程度と小さく早期劣化を誘発している。海岸隣接地の構造物には十分なかぶり、コンク

リート表層部の強化、不具合のない施工が欠かせない。 
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 中性化なのか、塩害なのか、凍害による劣化なのか、かぶり不足は施工時に問題があっ

たのか、様々な角度からの調査が必要のように思う。 

 道路橋において、橋座の拡幅で増し打ちされた継足し箇所のコンクリートにひび割れや

剥離が散見される。一般的に増し打ちするコンクリートの打設は難しく、豆板やひび割

れが入りやすいので流動化コンクリートや膨張剤の使用も対策の一つと思う。 

 継ぎ足し箇所のコンクリートのひび割れ発生原因は、温度応力によるものではないか。

また、打ち継ぎ部分に見られた錆汁は、防水溝とアンカー筋が関係していると思われる。 

 同一塩害環境下の跨道橋において、ＰＣ構造（上部工）はＲＣ構造（下部工）に比べ塩

害の影響を受けにくい傾向にありそうだ。 

 ロックシェドに見られた補修後の再劣化（ひび割れ・はく落）について、推測すると、

はつり工事において鉄筋の裏側まで十分はつり取ったかどうかなど、その影響も大きい

と思われる。補修に当たっては、適切な診断と適切な補修工事が必要であろう。 

 糸魚川地区の３つの橋ともに補修を繰り返している。劣化原因は波しぶきと飛来塩分と

思われる。また一部にはアルカリ骨材反応によるものも推測された。そして、補修履歴

を明記した看板表示によれば、複層型弾性フッ素樹脂塗装、エポキシ樹脂塗装、さらに

２スパンほど電気防食対策が施されていた。 

 コンクリート表面塗装による延命効果も十分期待できたが、鉄筋腐食先行型のひび割れ

が一部に診られた。補修を完全に行うには、塩化物イオンをできるだけ内在させない工

法が必要だろう。 

 塩害対策の一つとして、コンクリート表面の水洗いも考えられる。経験上、そのタイミ

ングが重要で、時季としては春先が良さそうである。 

 設計・建設時に、後々の点検・診断や補修工事までを考え、足場などを事前に設えてお

くことの必要性を感じた。 

 現地研修から、コンクリート構造物の寿命は材料・施工・環境等の要因に大きく左右さ

れることを改めて認識し、維持管理やメンテナンスを行うことの重要性を痛感した。 

 耐久性の向上に求められる生コンクリートの品質を確実に守り、現場に届けることが生

コン工場の使命として心掛けていきたい。 
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４．むすび 

 

新潟県のコンクリート構造物は、気候・風土の影響を受けやすい。 

こうしたことから海岸地域に着目し、村上・新発田地区および糸魚川地区の２つの地区を

代表として、現地研修・見学会を通してコンクリート構造物の劣化事象を把握した。 

更に関連する技術講演会と技術セミナーを開催し、実践的な診断技術の向上と知識普及を

図ることができた。 

また、本事業を実施することにより、コンクリート構造物の延命・長寿命対策・維持管理・

補修補強指針・カルテの作成・新技術・新工法開発などへの有益な基礎資料として蓄積でき

た。 

 終わりに、この事業を進めるにあたり一般財団法人・新潟県建設技術センターから活動助

成を頂きましたことに記して感謝申し上げます。 
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 【参考資料：新聞掲載記事】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          2016 年 10 月 6 日 建設速報 

 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016 年 10 月 31 日 建設工業新聞 
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2016 年 12 月 6 日 建設工業新聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 3 月 7 日 建設速報 
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2017 年 2 月 27 日 建設工業新聞 

 


